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７
月
２
２
日
（
月
）
、
新
宿
駅
７
時
発
の
あ
ず
さ

１
号
松
本
行
き
に
乗
り
込
ん
だ
の
は
佐
藤
、
戸
丸

の
２
名
。
甲
府
駅
に
８
時
２
７
分
着
。 

 

改
札
を
出
る
と
甲
府
に
前
泊
の
大
阪
か
ら
の
三

上
と
合
流
。
再
会
を
喜
び
合
う
。 

 

ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
と
２
０
１
９
年
以
来
５
年
ぶ

り
の
北
岳
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

南
口
駅
前
の
バ
ス
停
で
９
時
５
分
発
広
河
原
行

に
乗
車
。
月
曜
日
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
ほ
ど
人
数

は
い
な
い
が
、
そ
れ
で
も
２
台
に
分
乗
し
て
出
発

す
る
。
バ
ス
は
甲
府
市
内
を
抜
け
、
山
間
部
に
入
る

と
狭
い
ト
ン
ネ
ル
を
い
く
つ
も
抜
け
て
い
く
。 

 

１
１
時
前
、
広
河
原
に
到
着
。
標
高
は
１
５
２
９

ｍ
。
５
年
前
と
違
う
の
は
、
広
河
原
山
荘
が
バ
ス
停

横
に
新
築
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
チ
ケ
ッ
ト

売
り
場
の
建
物
の
２
階
が
登
山
届
の
提
出
な
ど
の

受
付
に
な
り
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
は
テ
ー
ブ
ル
と

椅
子
が
い
く
つ
も
あ
り
便
利
に
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
持
参
の
昼
食
タ
イ
ム
。 

 

１
２
時
、
出
発
。
揺
れ
る
吊
り
橋
を
渡
っ
て
山
に

入
っ
て
ゆ
く
。
先
頭
を
戸
丸
、
佐
藤
、
三
上
と
入
れ

替
わ
り
な
が
ら
、
２
２
３
６
ｍ
の
初
日
の
宿
の
白

根
御
池
小
屋
を
目
指
す
。
途
中
か
ら
等
高
線
が
狭

く
な
り
、
岩
と
木
の
根
、
そ
し
て
階
段
も
あ
る
歩
き

に
く
い
道
で
か
な
り
険
し
い
。 

 

午
後
３
時
、
左
に
道
が
曲
が
り
平
坦
に
な
る
と

こ
ろ
で
長
め
の
休
憩
。 

 

３
時
４
０
分
、
白
根
御
池
小
屋
に
到
着
。
時
間
も

早
い
の
で
宿
の
前
の
ベ
ン
チ
で
生
ビ
ー
ル
、
し
か

も
二
杯
目
も
。
夕
食
時
間
ま
で
部
屋
で
休
ん
で
い

る
と
、
ど
う
や
ら
激
し
い
夕
立
の
よ
う
だ
。
食
堂
か

ら
は
雨
上
が
り
に
大
き
な
虹
が
出
て
み
ん
な
窓
に

寄
っ
て
眺
め
て
い
た
が
、
外
に
出
て
み
る
と
二
連

の
虹
が
出
て
い
た
。 

 
 

７
月
２
３
日
（
火
）
、
二
日
目
は
草
す
べ
り
か
ら

肩
の
小
屋
、
北
岳
山
頂
経
由
で
北
岳
山
荘
ま
で
の

行
程
だ
。
山
頂
ま
で
の
標
高
差
は
９
５
７
ｍ
。
山
頂

ま
で
は
約
４
時
間
の
行
程
だ
。
佐
藤
さ
ん
先
頭
で

出
発
。
池
の
横
右
側
か
ら
草
す
べ
り
ル
ー
ト
に
入

っ
て
ゆ
く
。
緑
の
中
を
進
ん
で
ゆ
く
。
空
は
濃
い
青

だ
。
マ
ル
バ
ダ
ケ
ブ
キ
の
背
の
高
い
黄
色
い
花
が

き
れ
い
だ
。
振
り
返
れ
ば
白
っ
ぽ
い
尾
根
の
鳳
凰

三
山
が
相
対
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
か
ら
鳥
の
声
が

「
ギ
ャ
ー
、
ギ
ャ
ー
」
と
聞
こ
え
る
と
は
思
っ
て
い

た
が
、
ど
う
や
ら
こ
こ
を
縄
張
り
に
し
て
い
る
「
ホ

シ
ガ
ラ
ス
」
の
よ
う
だ
。
体
調
は
３
０
セ
ン
チ
ほ
ど
、

目
の
前
、
２
～
３
ｍ
ほ
ど
の
枝
に
と
ま
っ
て
こ
ち

ら
に
向
か
っ
て
鳴
い
て
い
る
。
こ
の
辺
り
の
鳥
は
、

雷
鳥
も
イ
ワ
ヒ
バ
リ
も
そ
れ
ほ
ど
人
を
恐
れ
て
い

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
３
７
５
号 

２
０
２
４
年 

８
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

北
岳
に
三
泊
四
日
で
挑
ん
だ
３
人
は

、
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
と
自
然
の
厳
し
さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
す
る

。 

 

前
山
に
７
名
！ 
サ
ス
ザ
ワ
山
か
ら
の
奥
多
摩
湖
は
絶
景
で
し
た

。
奥
多
摩
駅
前
で
楽
し
い
打
ち
上
げ
！ 
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る
風
は
な
く
そ
れ
が
何
と
な
く
う
れ
し
い
。 

 
ダ
ケ
カ
ン
バ
と
下
草
の
緑
の
美
し
い
林
の
中
の

急
な
登
山
道
は
、
岩
と
木
の
根
が
ま
る
で
人
間
を

拒
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
日
差
し
が
こ
ぼ
れ
て
な
お

さ
ら
緑
が
美
し
い
。 

 

８
時
過
ぎ
、
森
林
限
界
を
超
え
た
よ
う
だ
。
視
界

が
開
け
て
北
岳
の
山
頂
方
向
が
よ
く
見
え
る
。
大

き
な
雪
渓
も
眼
下
に
見
え
る
。 

 

９
時
頃
、
大
樺
沢
方
面
二
股
か
ら
の
合
流
点
に

到
着
。
こ
の
辺
り
は
お
花
畑
だ
。
し
ば
ら
く
す
る
と

富
士
山
が
後
方
に
少
し
ず
つ
山
頂
を
見
せ
る
。 

 

９
時
５
０
分
、
小
太
郎
尾
根
分
岐
で
休
憩
。
甲
斐

駒
、
仙
丈
ケ
岳
が
北
方
向
に
雄
姿
を
見
せ
る
。
仙
丈

ケ
岳
の
山
容
の
大
き
さ
は
圧
倒
さ
せ
る
も
の
が
あ

る
。
肩
ノ
小
屋
も
見
え
、
そ
の
先
に
は
北
岳
山
頂
付

近
が
見
え
て
い
る
。
先
の
岩
の
ち
ょ
っ
と
し
た
難

所
を
超
え
て
進
む
が
見
た
目
ほ
ど
大
変
で
は
な
い
。 

 

１
０
時
４
２
分
、
肩
ノ
小
屋
着
。
山
小
屋
は
全
く

新
し
く
な
っ
て
い
て
驚
い
た
。「
北
岳
に
き
た
だ
け
」

と
い
う
吹
き
出
し
の
形
の
小
看
板
が
可
愛
い
。
小

屋
前
の
テ
ー
ブ
ル
で
富
士
を
見
な
が
ら
昼
食
。
横

に
い
た
若
い
女
性
二

人
。
テ
ン
ト
泊
の
よ

う
だ
が
テ
ー
ブ
ル
の

上
に
ケ
ー
キ
の
様
な

も
の
に
ロ
ー
ソ
ク
？ 

「
お
祝
い
で
す
か
？
」

と
聞
く
と
、
お
一
人

が
誕
生
日
と
の
こ
と

で
、
我
々
３
人
で
ハ

ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
を

歌
う
と
と
て
も
喜
ん

で
く
れ
た
。
翌
日
も
こ
の
二
人
と
は

何
度
も
す
れ
違
っ
た
。 

 

青
空
の
下
、
景
色
を
見
な
が
ら
山

頂
を
目
指
す
。 

 

１
２
時
４
０
分
、
北
岳
（
３
１
９

３
ｍ
）
に
到
着
。
少
し
ゆ
っ
く
り
と

山
頂
を
楽
し
む
。 

 
 

１
時
７
分
、
下
山
し
て
北
岳
山
荘

を
目
指
す
。
足
元
の
高
山
植
物
が
可

愛
い
。
尾
根
道
が
続
い
て
い
る
の
が

よ
く
見
え
る
。
絶
景
だ
。
鞍
部
の
山

荘
、
そ
の
先
の
間
ノ
岳
、
そ
れ
に
続

く
峰
々
。
急
な
下
り
は
足
元
注
意

だ
。 

 

１
時
３
８
分
、
吊
り
尾
根
分
岐
、

八
本
歯
の
コ
ル
は
左
側
だ
。
降
り
て

行
け
ば
雪
渓
方
面
。 

 
２
時
４
５
分
、
北
岳
山
荘
着
。
荷

物
を
部
屋
に
置
い
て
、
南
側
の
富
士

の
見
え
る
ベ
ン
チ
で
生
ビ
ー
ル
だ

が
、
少
し
寒
か
っ
た
。
日
当
た
り
の

い
い
玄
関
前
に
移
動
し
て
、
二
人
は

熱
燗
（
お
替
り
も
）
、
戸
丸
は
ブ
ド
ウ

の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
。
夕
食

ま
で
部
屋
で
休
憩
。
夕
食
後
は
あ
っ

と
い
う
間
に
熟
睡
。 

  

７
月
２
４
日
（
水
）
、
三
日
目
は
間

ノ
岳
ピ
ス
ト
ン
だ
が
、
天
候
は
最
悪
。

ガ
ス
と
強
風
だ
。 

サ
ブ
ザ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
水
、
カ

ッ
パ
な
ど
を
入
れ
て
、
先
頭
戸
丸
で

集合 ８月１８日（日）JR新宿駅 

７：４４発 ホリデー快速青梅行き 

（１１番線 前から３両目） 

 

途中駅発  

中野 7：49 三鷹 7：58 国分寺 8：05 

立川 8：12 西立川 8：16 

 

青梅 8：42着（乗り換え）８：５５発 

奥多摩行き 白丸 ９：４０着 

 

交通費 新宿～白丸 片道 1,110円 

８
月
１
８
日
（
日
）
大
多
摩
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
白
丸
駅

か
ら
鳩
ノ
巣
駅
を
歩
き
ま
す
。 

ら
く
だ
コ
ー
ス 

歩
行
約1

時
間
半 

 
 

白
丸
駅
か
ら
多
摩
川
沿
い
の
道
を
歩
き
。
白
丸
ダ
ム
の
見
学
を

し
ま
す
。（
こ
の
時
少
し
階
段
が
あ
り
ま
す
）
見
学
後
、
ま
た
多
摩

川
沿
い
の
道
で
鳩
ノ
巣
渓
谷
に
向
か
い
ま
す
。
鳩
ノ
巣
渓
谷
で
昼

食
で
す
。 

 

※
何
か
汁
物
を
作
り
ま
す
。（
食
器
お
待
ち
く
だ
さ
い
） 

 

〇
持
ち
物 

お
弁
当
、
ポ
ッ
ト
に
お
湯
、
食
器
、
箸
、
カ
ッ

プ
、
飲
料
水
（
少
し
多
め
に
）、
非
常
食
、
傘
、
雨
具
、
着
替

え
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
、（
痛
み
止
め
ス
プ
レ

ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
、
他 

 
 

 
 

●
締
め
切
り
は
８
月
１
６
日
（
金
） 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

https://tomarusatoru.wixsite.com/hakonegum

i 

収支 

繰越     17895 円 

 

支出 

ニュース/HP 作成 500 円 

当日プリント代   30 円 

現在高     17365 円 
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６
時
半
頃

出
発
。
と

に
か
く
風

が
強
く
吹

き
飛
ば
さ

れ
そ
う
だ
。

ち
な
み
に

こ
の
日
の

午
後
１
時

半
頃
に
中

白
根
山
付

近
で
遭
難

者
が
出
て

翌
日
救
助

さ
れ
た
が

死
亡
し
た
よ
う
だ
。
我
々
も
多
分
す
れ
違
っ
て
い

る
方
だ
。 

 

台
風
並
み
の
風
が
来
る
と
足
を
止
め
ス
ト
ッ
ク

で
体
を
安
定
さ
せ
て
、
収
ま
る
と
ま
た
歩
き
出
す
。

こ
れ
の
繰
り
返
し
で
進
む
。 

 

８
時
５
０
分
。
間
ノ
岳
到
着
。
ガ
ス
で
何
も
見
え

な
い
が
、
丁
度
到
着
し
た
女
性
と
写
真
を
取
り
合

う
。
こ
の
方
と
も
ま
た
何
度
も
会
い
、
肩
ノ
小
屋
で

も
一
緒
だ
っ
た
。
風
の
な
い
岩
陰
で
少
し
休
憩
。 

 

す
ぐ
に
下
山
。
同
じ
よ
う
に
慎
重
に
休
み
な
が

ら
山
荘
に
向
か
う
。
途
中
か
ら
は
ア
ラ
レ
交
じ
り

の
冷
た
い
強
い
雨
に
な
っ
た
が
、
合
羽
を
着
て
い

あ
の
で
体
温
低
下
を
防
い
だ
よ
う
だ
。 

 

山
荘
の
中
で
合
羽
を
脱
い
で
食
堂
で
ホ
ッ
ト
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
お
弁
当
を
食
べ
る
。
山
小

屋
は
人
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
大
切
な
場
所
だ
。

少
し
ゆ
っ
く
り
休
憩
す
る
。 

 

昼
食
後
、
先
頭
を
佐
藤
に
代
わ
っ
て
再
出
発
。
雨

は
収
ま
っ
て
い
た
が
、
ガ
ス
と
強
風
は
相
変
わ
ら

ず
だ
。
濡
れ
た
合
羽
を
乾
か
し
な
が
ら
進
も
う
と

着
て
歩
い
た
の
は
正
解
だ
っ
た
。
乾
く
し
、
体
温
低

下
も
防
げ
た
。
風
は
午
前
中
よ
り
も
す
ご
か
っ
た
。

計
測
は
出
来
な
い
が
、
３
０
ｍ
か
ら
一
時
は
５
０

ｍ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
強
風
を
耐
え
な
が
ら

休
み
な
が
ら
進
ん
だ
。 

 

北
岳
に
登
り
返
し
て
い
る
の
だ
が
強
風
に
気
を

取
ら
れ
て
い
る
せ
い
か
急
な
坂
を
感
じ
る
暇
は
な

か
っ
た
。 

 

２
時
３
０
分
、
北
岳
山
頂
着
。
な
ぜ
か
風
が
あ
ま

り
な
い
。
し
か
し
周
り
は
ガ
ス
だ
。 

 

３
時
半
頃
だ
ろ
う
か
、
何
と
か
無
事
に
肩
ノ
小

屋
に
到
着
。
着
替
え
て
荷
物
の
整
理
な
ど
を
し
て
、

さ
て
生
ビ
ー
ル
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
小
屋
の

方
に
別
棟
の
ス
ペ
ー
ス
を
教
え
て
い
た
だ
い
て
そ

こ
で
今
日
の
冒
険
の
話
に
花
が
咲
い
た
。
で
も
寒

い
の
で
、
部
屋

に
戻
る
。 

 

夕
食
、
豚
肉

の
陶
板
焼
き

の
よ
う
な
も

の
が
出
て
驚

い
た
。
美
味
し

か
っ
た
し
、
ま

る
で
旅
館
の

よ
う
に
固
形

燃
料
に
火
が

入
り
熱
々
で

ご
飯
も
進
ん

だ
。 

 

夜
中
に

外
の
ト
イ

レ
に
行
こ

う
と
思
い

つ
い
た
が

寒
そ
う
な

の
で
、
Ｔ

シ
ャ
ツ
に

長
袖
、
ダ

ウ
ン
、
ウ

イ
ン
ド
ブ

レ
ー
カ
ー

を
着
て
出

た
。 

風
が
吹
い

て
い
て
、

星
は
見
え

ず
、
す
ぐ
に
戻
っ
て
布
団
に
入
っ
た
。 

  

７
月
２
５
日
（
木
）
、
四
日
目
は
肩
の
小
屋
か
ら

の
下
山
だ
。
広
河
原
１
２
時
の
バ
ス
に
で
き
れ
ば

乗
り
た
い
の
で
頑
張
っ
た
。 

 

６
時
半
頃
出
発
。
先
頭
戸
丸
。
風
は
弱
ま
っ
て
い

た
が
ガ
ス
で
景
色
は
見
え
な
い
。
弱
ま
っ
て
い
る

と
は
い
え
そ
れ
な
り
の
風
だ
が
、
昨
日
の
強
風
を

考
え
る
と
「
ま
る
で
そ
よ
風
だ
ね
」
と
言
い
な
が
ら

下
る
。 

 

小
太
郎
尾
根
分
岐
を
過
ぎ
、
尾
根
の
東
側
に
下

る
と
風
は
無
く
な
っ
た
。
天
候
も
回
復
に
向
か
っ

て
い
る
よ
う
だ
。
花
畑
の
花
も
明
る
く
見
え
る
。
こ

と
に
か
わ
い
い
の
は
黄
色
い
ヒ
マ
ワ
リ
を
小
さ
く

し
た
よ
う
な
ウ
サ
ギ
ギ
ク
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
林
の
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中
の
マ
ル
バ
ダ

ケ
ブ
キ
の
群
生

は
上
か
ら
見
る

と
ま
た
い
い
眺

め
だ
。 

 

明
る
く
な
っ

て
き
て
鳳
凰
三

山
も
き
れ
い
に

見
え
て
き
た
。

ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー

と
月
曜
日
に
姿

を
見
せ
た
ホ
シ

ガ
ラ
ス
が
ま
た

鳴
い
て
い
る
。

急
な
道
を
慎
重

に
下
る
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
林
を
抜
け
る
と
白
根
御

池
が
眼
下
に
見
え
る
。 

 

８
時
４
０

分
、
白
根
御
池

小
屋
に
到
着
。

小
休
止
。 

 

先
頭
を
佐

藤
に
代
わ
っ

て
再
出
発
。
９

時
５
分
、
沢
を

渡
る
。
ひ
た
す

ら
歩
き
に
く

い
下
り
坂
を

下
る
。 

 

１
０
時
５

６
分
、
通
行
止

め
に
な
っ
て

い
る
大
樺
沢
ル
ー

ト
と
の
分
岐
に
到

着
。
小
休
止
。 

 

１

１

時

１

９

分
、
吊
り
橋
を
渡

る
と
広
河
原
バ
ス

停
に
無
事
到
着
。 

急
い
で
お
弁
当

を
食
べ
て
、
１
２

時

の

バ

ス

に

乗

車
。
４
日
間
の
疲

れ
も
あ
っ
て
か
。

バ
ス
の
揺
れ
が
心

地
よ
く
、
夢
見
心

地
で
甲
府
駅
に
２

時
前
に
到
着
。 

 
さ
あ
、
待
望
の
温
泉
銭
湯
だ
。
北
口
の
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
で
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と
「
菊
ノ
湯
温
泉
で

す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
。
登
山
客
は
よ
く
利
用
す
る

よ
う
だ
。 

 

温
泉
は
使
っ
て
い
る
が
普
通
の
銭
湯
で
番
台
に

は
お
ば
さ
ん
が
座
っ
て
い
た
。
石
鹸
と
カ
ミ
ソ
リ

を
買
っ
て
入
浴
。
こ
ち
ら
が
片
付
け
て
い
る
と
佐

藤
さ
ん
は
い
ち
早
く
お
風
呂
に
向
か
っ
た
。 

ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
と
源
泉
の
冷
た
い
お
風
呂
と
そ

れ
を
沸
か
し
た
お
風
呂
な
ど
が
あ
る
。
一
番
奥
に

は
サ
ウ
ナ
。
７
５
度
だ
が
熱
く
感
じ
た
。
サ
ウ
ナ
に

２
度
ほ
ど
入
り
ま
た
冷
た
い
源
泉
に
入
る
。
湯
上

り
は
コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
と
フ
ル
ー
ツ
牛
乳
は
定
番
。

や
は
り
ビ
ー
ル
が
恋
し
く
て
タ
ク
シ
ー
を
呼
ん
で

も
ら
う
。 

 

北
口
の
ほ
う
と
う
の
お
店
「
小
作
」
に
入
る
。
生

ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
以
前
、
ほ
う
と
う
を
一
人

前

頼
む
と
量
が
多
く
て
他
の
物
が
頼
め
な
か
っ
た
の

で
、
一
つ
頼
ん
で
取
り
分
け
る
作
戦
に
し
た
。
こ
れ

が
大
成
功
。
馬
の
も
つ
煮
や
枝
豆
な
ど
も
美
味
し

か
っ
た
。
仕
上
げ
に
カ
ボ
チ
ャ
の
ほ
う
と
う
も
頼

ん
だ
が
や
は
り
美
味
し
か
っ
た
。
白
ワ
イ
ン
ボ
ト

ル
一
本
、
赤
ワ
イ
ン
も
ボ
ト
ル
一
本
。
こ
れ
も
美
味

し
か
っ
た
。 

 

時
間
も
た
っ
ぷ
り
あ
っ
た
の
で
話
も
色
々
と
弾

ん
だ
。
中
心
は
や
は
り
三
日
目
の
風
雨
の
冒
険
話

だ
。
２
時
間
以
上
も
い
た
だ
ろ
う
か
。 

 

６
時
頃
、
駅
に
向
か
う
。
少
し
早
く
出
る
三
上
さ

ん
を
身
延
線
の
ホ
ー
ム
ま
で
送
り
、
つ
い
で
に
珍

し
い
特
急
車
両
に
乗
り
込
ん
で
少
し
余
韻
を
楽
し

む
。 

 

佐
藤
、
戸
丸
は
７
時
過
ぎ
の
特
急
だ
っ
た
の
で
、

ま
た
ま
た
佐
藤

さ
ん
が
買
っ
て

く
れ
た
お
酒
と

つ
ま
み
を
頂
い

て
車
内
で
二
次

会
。 

 

１
０
時
頃
に

帰
宅
。
三
上
さ
ん

は
深
夜
１
２
時

半
頃
に
大
阪
の

自
宅
に
到
着
と

の
こ
と
。 

 

波
乱
万
丈
の

４
日
間
が
終
わ

り
ま
し
た
。 


